
第

２

回

合

併

協

議

会

で

は

、

新

町

建

設

計

画

の

県

と

の

協

議

結

果

が

報

告

さ

れ

了

承

さ

れ

ま

し

た

。

引

き

続

き

行

わ

れ

た

合

併

協

定

調

印

式

で

は

、

来

賓

と

し

て

群

馬

県

知

事

（

代

理

・

武

井

合

併

支

援

室

長

）

よ

り

「

長

年

の

交

流

と

相

互

理

解

を

基

礎

と

し

て

、

両

町

村

が

真

摯

な

議

論

を

重

ね

本

日

の

調

印

式

を

迎

え

ら

れ

、

関

係

す

る

皆

様

に

敬

意

を

表

し

ま

す

。

関

係

各

位

の

ご

尽

力

に

よ

り

、

い

い

ふ

る

さ

と

を

創

っ

て

い

た

だ

く

こ

と

を

期

待

し

て

い

ま

す

。

本

日

の

調

印

を

一

つ

の

節

目

と

し

て

、

こ

の

地

域

が

更

に

発

展

す

る

こ

と

を

祈

念

し

ま

す

」

と

の

祝

辞

が

あ

り

、

続

い

て

「

調

印

を

契

機

と

し

、

明

年

三

月

合

併

に

向

け

互

譲

の

精

神

を

持

っ

て

ご

尽

力

下

さ

る

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

」

と

の

南

波

和

憲

県

議

会

議

員

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

披

露

さ

れ

ま

し

た

。
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写

真

合

併

協

定

調

印

式

を

挙

行

三

月

十

六

日

、

東

村

農

村

環

境

改

善

セ

ン

タ

ー

に

お

い

て

合

併

協

定

調

印

式

が

挙

行

さ

れ

、

東

村

、

吾

妻

町

の

両

町

村

長

が

合

併

協

定

書

に

署

名

し

ま

し

た

。

。

ま

た

、

両

町

村

の

議

会

議

長

が

立

会

人

署

名

を

行

い

ま

し

た

式 次 第
１ ． 開 式 の 辞
２ ． 経 過 報 告 及 び 協 定 書 説 明
３ ． 町 村 長 署 名
４ ． 立 会 人 署 名
５ ． 挨 拶
６ ． 議 会 代 表 挨 拶
７ ． 来 賓 祝 辞
８ ． 閉 式 の 辞

合

併

協

定

書

と

は

？

こ

れ

ま

で

両

町

村

が

合

併

協

議

会

に

お

い

て

協

議

し

て

き

た

内

容

を

と

り

ま

と

め

た

も

の

で

、

法

律

に

定

め

る

合

併

手

続

き

の

前

に

調

印

さ

れ

る

も

の

で

す

。

協

定

締

結

後

、

両

町

村

議

会

の

議

決

を

経

て

、

県

知

事

に

合

併

の

申

請

（

廃

置

分

合

の

申

請

）

を

し

ま

す

。
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力

し

て

取

り

組

ん

で

い

き

た

い

と

東

村

長

挨

拶

（

概

要

）

吾

妻

町

長

挨

拶

（

概

要

）

両

町

村

民

の

皆

々

様

、

そ

し

て

こ

の

間

、

誠

意

と

熱

意

を

持

っ

思

い

ま

す

。

協

議

会

委

員

、

両

町

村

議

会

議

員

て

合

併

問

題

に

取

り

組

ま

れ

た

協

合

併

は

新

し

い

自

治

体

創

設

の

、

（

）

の

皆

様

の

真

摯

な

る

協

議

の

結

果

議

会

委

員

、

両

議

会

議

員

各

位

ま

歴

史

的

事

業

で

あ

り

ま

す

。

今

回

済

合

意

を

得

本

日

の

調

印

式

が

挙

行

た

、

こ

の

新

町

創

設

の

事

業

に

温

の

合

併

に

よ

り

地

方

分

権

時

代

に

で

き

ま

す

こ

と

に

心

よ

り

感

謝

申

か

い

ご

理

解

と

励

ま

し

を

頂

い

た

即

応

し

た

足

腰

の

強

い

基

礎

自

治

し

上

げ

ま

す

。

両

町

村

民

の

皆

さ

ん

に

心

か

ら

感

体

を

創

り

だ

し

、

行

政

基

盤

の

強

両

町

村

と

も

一

世

紀

、

半

世

紀

謝

を

捧

げ

ま

す

。

化

を

は

じ

め

生

活

圏

の

広

域

化

・

（

）

余

の

固

有

の

歴

史

を

重

ね

発

展

し

本

日

の

調

印

式

は

新

た

な

ス

タ

多

様

化

す

る

町

民

の

ニ

ー

ズ

に

応

済

て

き

た

わ

け

で

あ

り

ま

す

か

ら

、

ー

ト

を

意

味

し

ま

す

。

今

後

、

十

え

て

い

か

な

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

固

有

の

個

性

と

も

い

う

べ

き

も

の

分

協

議

を

深

め

、

新

生

「

東

吾

妻

い

ま

す

。

は

当

然

生

か

さ

れ

、

そ

れ

が

融

合

町

」

の

建

設

に

両

町

村

が

一

致

協

さ

れ

る

形

で

「

東

吾

妻

町

」

の

誕

（

）

生

、

発

展

が

期

待

さ

れ

る

も

の

と

済

思

い

ま

す

。

そ

れ

が

為

に

は

両

町

村

民

の

一

人

一

人

の

町

づ

く

り

へ

の

参

画

考

（

え

る

・

決

め

る

・

行

動

す

る

）

と

い

っ

た

自

己

決

定

自

己

責

任

と

い

う

も

の

が

益

々

重

要

な

も

の

に

な

っ

て

く

る

と

思

い

ま

す

。

今

後

、

新

町

創

設

発

展

の

た

め

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

源

た

る

両

町

村

民

の

皆

様

の

絶

大

な

る

ご

協

力

ご

支

援

を

是

非

と

も

お

願

い

申

し

上

げ

た

く

存

じ

ま

す

。

（

平

成

十

八

年

三

月

二

十

七

日

調 印 か ら 合 併 ま で の 流 れ

合

併

協

定

書

の

調

印

東

吾

妻

町

の

誕

生

両

町

村

議

会

の

議

決

群

馬

県

議

会

の

議

決

群

馬

県

知

事

の

決

定

総

務

大

臣

の

告

示

廃

置

分

合

議

案

可

決

三

月

十

七

日

、

両

町

村

議

会

に

お

い

て

、

廃

置

分

合

に

伴

う

議

案

が

上

程

さ

れ

、

議

決

さ

れ

ま

し

た

。

３ 月 ２ ５ 日 、 両 町 村 長 に よ り 県 庁 に お い て
知 事 へ の 合 併 申 請 書 の 提 出 が 行 わ れ ま し た 。

谷 東 村 議 会 議 長 、 唐 澤 東 村 長 、 一 場 吾 妻 町 長 、 矢

島 吾 妻 町 議 会 議 長 、 小 寺 群 馬 県 知 事 （ 左 か ら ）

総

務

大

臣

へ

の

届

出

知

事

へ

合

併

申

請

群

馬

県

知

事

へ

申

請
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